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防
災
に
関
連
し
て

　
　

要
望
と
し
て
、
疋
相
21
番
地
と
笠

１
１
６
番
地
１
の
間
の
町
道
沿
道
西
側
が

夜
は
暗
闇
に
近
い
状
態
で
あ
り
、
治
安
維

持
の
上
で
一
考
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
台
風
時
に
疋
相
区
内
の
西
側
の
西

方
寺
池
（
疋
相
２
９
３
番
地
１
）
護
岸
災

害
と
大
垣
内
千
刈
池
（
疋
相
５
２
８
番
地
）

護
岸
災
害
工
事
の
対
策
と
進
捗
状
況
に
つ

い
て
お
伺
い
し
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

人
に
や
さ
し
い
、
人
が
や
さ
し
い
元
気
な

町
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　

要
望
の
区
間
の
道
路
上
に

は
、
２
本
あ
る
電
柱
の
う
ち
１
本
に
防
犯

灯
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
犯
灯
は
、

従
来
か
ら
、
地
元
の
要
望
を
受
け
、
現
場

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
必
要
性
に
応

じ
て
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
、
順
次
、

整
備
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
、
関
係
大
字
と
調
整
し
ま
す
。

  

次
に
、
昨
年
の
８
月
台
風
時
に
よ
る
疋

相
区
内
の
西
方
寺
池
護
岸
災
害
と
の
質

問
で
す
が
、
こ
の
件
は
２
年
半
ほ
ど
前
に

疋
相
区
長
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
現
地
確

認
を
し
て
お
り
ま
す
。
現
場
は
、
個
人
宅

地
で
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
敷
地
部
分
の

擁
壁
が
池
側
に
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
よ
う

な
状
況
で
す
。
こ
れ
は
、
個
人
が
造
成
さ

れ
た
擁
壁
で
あ
り
、
登
記
上
で
は
駐
車
場

敷
地
と
池
の
間
に
個
人
所
有
地
が
２
筆
あ

り
、
町
で
施
工
は
難
し
い
と
の
回
答
を
し

て
お
り
ま
す
。
た
だ
危
険
な
状
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
県
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
昨
年
の
８

月
、
大
垣
内
千
刈
池
隣
接
地
の
疋
相
区
住

人
の
擁
壁
が
崩
れ
た
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
池
の
所
有
が
大
垣
内
共
有
地
で
あ
り
、

復
旧
の
た
め
の
方
法
を
検
討
し
て
い
た
。

結
果
、
町
の
農
地
振
興
事
業
に
よ
る
分
担

金
条
例
に
基
づ
き
耕
地
災
害
復
旧
事
業
を

適
用
し
、
池
所
有
者
で
あ
る
大
垣
内
区
と

協
議
を
行
い
受
益
者
負
担
の
確
認
を
得
ま

し
た
の
で
、
護
岸
復
旧
工
事
と
し
て
、
３

月
８
日
に
入
札
を
行
い
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

水
道
基
本
料
金
は
、
高
齢
者
ひ
と

　

り
暮
ら
し
世
帯
の
負
担
は
重
い

　
　

２
月
分
の
水
道
基
本
料
金
調
定
額
で

使
用
料
が
０
㎥
（
一
滴
も
使
わ
な
い
）
の
水

栓
が
６
２
０
件
あ
る
。
そ
の
内
口
径
13
㎜

と
20
㎜
で
１
１
５
万
円
で
あ
り
、１
年
間
で

１
，
３
８
４
万
円
に
も
な
る
。
ま
た
、
基
本

料
金
で
10
㎥
ま
で
使
わ
な
い
水
栓
が
２
，

０
７
６
件
、平
均
７
㎥
使
っ
て
残
り
３
㎥
は

使
わ
な
い
世
帯
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

平
均
水
量
１
㎥
を
２
０
０
円
で
計
算
す
る

と
１
年
間
で
約
１
，
４
９
５
万
円
に
な
り
、

ふ
た
つ
の
合
計
約
２
，
８
７
９
万
円
も
水

道
料
金
を
町
民
か
ら
取
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
基
本
料
金
水
量
を
10
㎥
に

設
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
７
㎥
位
に
下

げ
る
べ
き
だ
。
高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し

４
５
０
人
も
い
る
。
平
均
７
㎥
位
し
か
使

用
し
な
い
方
々
に
も
優
し
い
施
策
を
と
っ

て
欲
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

原
則
基
本
料
金
制
で
あ
り
ま

す
が
、
使
用
水
量
が
少
な
い
加
入
者
の
実

態
の
把
握
を
進
め
、
適
正
な
水
道
料
金
を

目
指
し
、
ま
と
ま
り
次
第
協
議
を
し
た
い
。

　

第
一
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

　

の
介
護
保
険
料
を
細
分
化
す
べ
き

　
　

現
状
の
６
段
階
の
設
定
は
、
年
金

２
０
１
万
円
ク
ラ
ス
と
、
現
役
で
頑
張
っ

て
い
る
人
達
（
５
０
０
万
円
以
上
）
と
同

じ
保
険
料
で
あ
る
。
課
税
の
負
担
公
平
の

原
則
か
ら
見
て
著
し
く
損
な
わ
れ
て
い

る
。
所
得
の
低
い
人
に
負
担
が
重
く
な
っ

て
い
る
。
全
国
平
均
４
，
１
６
０
円
よ
り

も
高
い
４
，
２
０
０
円
を
町
は
徴
収
す
る

が
細
分
化
す
れ
ば
高
い
料
金
を
低
く
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定

委
員
会
で
介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
全
般

に
わ
た
っ
て
議
論
し
、
23
年
度
中
に
現
状

を
見
直
し
て
細
分
化
を
含
め
検
討
し
た
い
。

　

時
代
に
即
し
た
「
人
間
ド
ッ
ク

　

受
診
」
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

　
　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
て
い
る
が
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
健
康
度
が
悪

化
し
て
い
る
。要
因
は
、生
活
習
慣
の
乱
れ
、

地
域
や
職
場
、
家
庭
な
ど
の
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
。
適
応
で
き
な
い

人
に
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
内
向
的
性

格
の
人
は
う
つ
病
へ
と
発
展
。
外
交
的
性

格
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
引

き
起
こ
し
、生
活
習
慣
病
に
発
展
す
る
。今
、

ス
ト
レ
ス
の
検
知
と
見
つ
か
っ
た
後
の
問

診
を
中
心
と
し
た
フ
ォ
ー
ロ
ー
ア
ッ
プ
す

る
方
向
が
あ
る
。
町
も
専
門
的
な
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
問
診
票
で
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
望
む
。

　
　
　
　
　

人
間
ド
ッ
ク
を
進
め
て
い

る
。
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

検
討
し
た
い
。
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